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評価結果の総合所見 

本課題は、あらゆるバイオ化合物を効率的に細胞内へ導入する未来の実現に向け、変幻自在ポリ

マー5G の有用性検証と構造最適化による 6G 開発を目指すものである。 

目標を達成し、産学共同に向けた取り組みも進んでおり、次の研究開発フェーズ移行に必要な成果

が得られている。 

細胞内導入試薬としての汎用性の高さから、DDS 分野におけるインパクトや波及効果が見込まれ、

イノベーションの創出が期待される。また、スタートアップベンチャーの設立を準備中である点、パート

ナー企業から研究用試薬が販売される点も、実用化に向けた取り組みとして評価できる。 

今後は、プロダクト（またはサービス）の明確化やポリマーのさらなる構造最適化に期待する。 
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